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大切と考えられている (Davis, 2011) 。 
倫理的意思決定プロセスにおける倫理的問題に気づく能力は、「倫理的感受性」と定義されてい
る (Fry, 1994; 福留, 1999) 。倫理的感受性は、患者の倫理的側面の問題を見いだす能力である。







理的感受性尺度 (試作版) 」を作成した。研究 2では、「臨床看護師の倫理的感受性尺度 (試作版) 」
の信頼性と構成概念妥当性、基準関連妥当性を検討した。 




研究 2：試作版について、7 施設 1,911 名を対象に質問紙調査を実施した。項目分析と因子分析後
に、クロンバックα係数による信頼性の検討と、既知グループ技法による構成概念妥当性の検討、
「臨床看護師の道徳的感性尺度」 (中村ら, 2003) および「看護師の倫理的行動尺度」(大出, 2014) 
との基準関連妥当性の検討を行った。 
(結果) 
研究 1：1施設を対象とした調査による有効回答数は 401部 (有効回答率 82.0％) であった。43項
目から項目分析の結果、12項目を削除した。さらに因子分析を行い、共通性および因子負荷量の検
討から 3項目を削除し、28項目となった。 
研究 2：7施設を対象とした調査の回答数は 1,272部 (回収率 66.6%) 、有効回答数は 1,205部 (有
効回答率 63.1%) であった。項目分析により 6 項目削除し、さらに因子分析 (最尤法、プロマック
ス回転) による共通性および因子負荷量の検討から 8 項目を削除し、14項目となった。この 14項
目を「臨床看護師の倫理的感受性尺度」とした。因子は［尊厳の意識］［患者への忠誠］［専門職と
























「臨床看護師の倫理的感受性尺度」は、14 項目 1 尺度としての信頼性が示された。構成要素は、
［尊厳の意識］［患者への忠誠］［専門職としての責務］［共感］であり、一定の構成概念妥当性と
基準関連妥当性が確認された。 
